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日 本 人 の 生 活

写 真 で 見 る

食
た
べ物

もの
の配達は「出

で
前
まえ
」といいます。出

前のバイクは、後
うし
ろに大きい台

だい
がついてい

ます。出前は、電
でん
話
わ
をかけて注

ちゅう
文
もん
します。

食べ物を受
う
け取

と
ってから、お金

かね
をはらいま

す。日本そば、ラーメン、すし、ピザなど

の出前があります。

郵
ゆう
便
びん
局
きょく
の人

ひと
は、赤

あか
い自

じ
転
てん
車
しゃ
やバイクに

乗
の
って、手

て
紙
がみ
やはがきや小

こ
づつみを配

くば
りま

す。家
いえ
や会

かい
社
しゃ
に配ることを「配達」といい

ます。配達は月
げつ
曜
よう
日
び
から土

ど
曜日まで、１日

にち

に１回あります。配達する人を「郵便屋
や

さん」とよぶ人もいます。

届ける――日本のいろいろな配達
■●■●■ 今

こん
回
かい
から、このコーナーでは、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日本語

ご
国
こく
際
さい
センターが発

はっ
行
こう
している日本語教

きょう
育
いく

用
よう
『写
しゃ
真
しん
パネルバンク』シリーズを使

つか
って、初

しょ
等
とう
中
ちゅう
等
とう
教育機

き
関
かん
で日本語を教

おし
える先

せん
生
せい
方
がた
がどのよ

うに日本人
じん
の生
せい
活
かつ
を紹

しょう
介
かい
できるかを提

てい
案
あん
していきます。また、文

ぶん
型
けい
、単
たん
語
ご
、漢
かん
字
じ
は、初級

きゅう
の学
がく
習
しゅう

者
しゃ
でも読

よ
めるようにやさしいものを使いました。初回の今回は、ますます便

べん
利
り
になっていく日本

の配達事
じ
情
じょう
を写
しゃ
真
しん
やグラフと共

とも
に紹介します。

■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●

郵便 配達

新聞 配達

大
おお
きな新

しん
聞
ぶん
社
しゃ
は、朝

あさ
と夕

ゆう
方
がた
の２回、

新聞を作
つく
ります。朝の新聞を「朝

ちょう
刊
かん
」、

夕方の新聞を「夕刊」といいます。

新聞は、駅
えき
で買

か
うこともできます。

ほとんどの新聞配達の人は、アルバ

イトです。

出前

毎度
ど
ありぃ！

ごくろう
さま

「毎
まい
日、ごくろうさまです！」

と ど に ほ ん は い た つ
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前の家から新
あたら
しい家にうつ

ることを「引
ひ
っこし」といいま

す。日本の引っこしサービスは、

家の中
なか
での荷

に
づくりから、新し

い家に運
はこ
びこむまでやってくれ

て、とても便利です。とくに三
さん

月
がつ
と四

し
月は、引っこしサービス

はとてもこんでいます。

こりゃおもいぞ

引っこしサービス

１つのところから、べつのところへ小
ちい
さいもの

を運ぶサービスを「宅
たく
配便」といいます。宅配便

は 1976年
ねん
にはじまりました。今

いま
では、郵便よりも

人
にん
気
き
があります。それは、宅配便の方

ほう
が、はやく

て便利だからです。

宅配便をたのむ時
とき
は、近

ちか
くの店

みせ
へ持

も
って行

い
ったり、

宅配便の人が取りに来
き
てくれたりします。お中元

げん

やおせいぼ、最
さい
近
きん
では重

おも
い旅

りょ
行
こう
かばんやスキー、ゴ

ルフ道
どう
具
ぐ
までが、宅配便で送

おく
られています。

宅配便

サインで
もいいで

すか
印
いん
かんおね

がいしま
す
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このコーナーの担当者：荒川洋平、小玉安恵（日本語国際センター専任講師）
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